
P08 硫黄島の地磁気３次元構造

海上保安庁では、火山噴火予知に資するため、海域火山の航空機による磁気測量を行っており、その成果は火山噴火予知連
絡会等にも報告されている。
今回は、2007年1月に実施した航空磁気測量の解析結果を掲げる。 解析は、地磁気異常データを用いて、山体を３次元角柱

の重ね合わせで近似し、それぞれの角柱毎磁化強度を、地磁気のトモグラフィー的インバージョンの方法により行った。
山体構造モデルは、１層：-250ｍ以上、２層：-250～-750ｍ、３層：-750～-2500ｍの３層にスライスし、250ｍグリッド地形モデ
ルから、各層で4×4＝16個の角柱（サイズ1Km×1Km）が１つの磁化を持つものとし、ＣＧ法（Conjugate gradient method）によ
り各層の磁化強度を求めた。 なお、山体モデルの平均磁化強度は１０．５３Ａ／ｍと仮定し、その範囲は本島を中心に約20Km

四方とした。
結果： 山体中央部の第２，３層の磁化強度分布が周辺海域に比べて急激に低下し、その形状はドーム型で、上面が沿岸部を
取り囲むように突出しているのが特徴的である。
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